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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

農文協の全集
農が国の総体を支えるという矜持

明治維新はほとんど無血だったとはいえ、資本制・中央集権へと
国家構造を変える革命であった。国軍の創設によって国家権力は強
化され、一方、文化は西欧にひたすらなびいた。
とはいうものの、欧化の中にあっても明治・大正期の日本農学・
農政学は単に農業にとどまらずに、つねに国全体の産業構造と精神
構造の総体を論じていた。現在のように食料・農業・農村の各問題
に分解されてはいなかったのである。

それらの古典的名著は「明治大正農政経済名著集」全２４巻、「昭
和前期農政経済名著集」全２２巻によって容易に入手することができ
るし、学問の総合化が望まれる現今、とくに若き学徒にとって必読
の文献である。
農業系の全集は「昭和後期農業問題論集」「食糧・農業問題全集」
「全集 世界の食料 世界の農村」と続き、個人全集に「近藤康男
著作集」「小倉武一著作集」がある。

明
治
大
正
農
政
経
済
名
著
集

（
全
２４
巻

Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
り
）

興
業
意
見
・
所
見
他
第
１
巻

前
田
正
名

明
治
１７（
１
８
８
４
）年
、
３４
歳

松
方
デ
フ
レ
に
よ
る
農
業
・

農
村
・
農
民
の
疲
弊
を
正
す
べ

く
官
の
側
か
ら
出
さ
れ
た
地
域

振
興
計
画
。
全
国
規
模
で
在
来

産
業
の
実
態
を
調
べ
、
そ
の
育

成
と
民
力
、
村
力
の
養
成
こ
そ

時
代
の
急
務
と
喝
破
。
前
田
が

１
２
０
年
前
に
提
唱
し
た
町
村

是
運
動
は
今
日
の
地
方
分
権
の

潮
流
の
先
駆
。

３
５
０
０
円

日
本
地
産
論
第
２
巻

Ｍ
・
フ
ェ
ス
カ

明
治
２３
（
１
９
０
０
）
年

農
商
務
省
地
質
調
査
所
に
招

か
れ
、
駒
場
農
学
校
で
教
鞭
を

と
っ
た
ド
イ
ツ
人
農
学
者
に
よ

る
日
本
農
業
論
。
北
海
道
か
ら

鹿
児
島
ま
で
全
国
の
土
性
調
査

を
お
こ
な
い
、
深
耕
、
多
肥
、

輪
作
に
基
づ
く
資
本
集
約
的
大

経
営
を
提
唱
、
福
岡
農
法
に
日

本
農
業
の
将
来
を
見
出
し
た
。

４
０
０
０
円

時
代
ト
農
政
・
他
第
５
巻

柳
田
国
男

明
治
４３（
１
９
１
１
）年
、
３７
歳

日
露
戦
（
明
治
３７
年
）
後
の

恐
慌
で
農
村
は
ま
た
ま
た
疲

弊
。
サ
ー
ベ
ル
農
政
が
闊
歩
す

る
農
村
に
「
真
正
の
村
是
は
当

局
者
自
身
の
手
で
」と
訴
え
た
。

輸
入
観
念
農
学
と
小
農
主
義
農

学
双
方
の
公
式
性
の
打
破
を
唱

え
た
柳
田
農
政
学
は
、
こ
ん
に

ち
家
族
経
営
の
地
域
・
集
落
レ

ベ
ル
で
の
展
開
を
考
え
る
上
で

も
好
個
の
古
典
だ
。３

５
０
０
円

日
本
尊
農
論
・
日
本
農
政
学
第
６
巻

河
上
肇

明
治
３７
、
３８（
１
９
０
５
、
６
）年
、
２５
、
２６
歳

日
露
戦
の
勝
利
で
勢
い
を
得

た
自
由
主
義
経
済
論
に
立
つ
工

商
立
国
・
賤
農
論
に
対
し
、
そ

れ
は
後
発
国
の
追
い
上
げ
に
よ

っ
て
そ
の
独
占
的
地
位
は
崩
れ

る
の
で
甚
だ
危
険
と
警
鐘
、
農

工
商
鼎
立
の
理
論
化
に
挑
ん

だ
。
中
国
、
韓
国
な
ど
に
追
い

上
げ
ら
れ
る
今
日
を
見
透
か
し

た
よ
う
な
名
著
。
５
０
０
０
円

農
業
本
論
第
７
巻

新
渡
戸
稲
造

明
治
３１（
１
８
９
９
）年
、３６
歳

日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
初
め

て
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
た
農
業

論
の
原
典
。
そ
の
視
野
は
広
く

医
療
健
康
、
教
育
、
循
環
型
社

会
、
人
口
問
題
に
ま
で
及
び
、

そ
の
中
に
農
業
・
農
村
を
位
置

づ
け
そ
の
貴
重
な
る
所
以
を
説

い
て
い
る
。

４
５
０
０
円

適
産
調
要
録
・
他
第
１４
巻

石
川
理
紀
之
助

大
正
６（
１
９
１
７
）年

官
の
前
田
に
対
し
民
の
側
か

ら
地
域
づ
く
り
を
説
い
た
の
が

石
川
の
こ
の
書
。
地
域
の
実
態

調
査
、
営
農
・
販
売
、
地
域
づ

く
り
の
計
画
、
そ
の
経
緯
や
結

果
が
実
践
的
に
し
て
論
理
的
か

つ
平
易
に
書
か
れ
て
い
る
。

３
０
０
０
円

農
村
問
題
と
社
会
理
想
第
２１
巻

那
須
皓

大
正
１３
（
１
９
２
４
）
年

深
刻
の
度
を
増
し
つ
つ
あ
っ

た
小
作
争
議
を
前
に
「
農
村
問

題
は
文
明
問
題
な
り
」
と
い
う

高
い
見
地
か
ら
土
地
所
有
、
農

業
経
営
規
模
・
形
態
の
節
度
あ

る
「
社
会
化
」
を
展
望
し
、
都

市
と
農
村
の
調
和
あ
る
発
展
を

目
指
し
た
。

３
５
０
０
円

農
村
自
治
の
研
究
第
２２
巻

山
崎
延
吉

明
治
４１（
１
９
０
９
）年
、
３５
歳

新
渡
戸
『
農
業
本
論
』
と
並

び
称
さ
れ
、
１５
版
を
数
え
た
名

著
。
国
家
的
統
治
の
客
体
と
し

か
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
農
村
農

民
も
自
治
の
精
神
と
方
法
を
確

立
す
べ
し
と
説
き
、
し
か
も
そ

れ
は
日
本
の
土
着
的
生
活
感
覚

に
基
づ
い
た
も
の
だ
っ
た
と
こ

ろ
に
画
期
的
意
味
が
あ
っ
た
。

５
０
０
０
円

昭
和
前
期
農
政
経
済
名
著
集

（
全
２２
巻

Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
り
）

農
村
問
題
入
門
第
１
巻

猪
俣
津
南
雄

昭
和
１２（
１
９
３
７
）年
、３９
歳

恐
慌
下
の
日
本
農
業
の
困
難

を
日
本
資
本
主
義
の
後
進
性
と

絡
め
て
分
析
し
、
農
業
の
資
本

家
的
発
展
は
あ
り
得
な
い
と
し

た
。
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
を
重

視
し
、
西
欧
農
業
と
の
対
比
を

試
み
る
な
ど
斬
新
な
視
角
を
提

供
し
た
。

５
５
０
０
円

農
業
経
済
論
第
２
巻

近
藤
康
男

昭
和
７（
１
９
３
２
）年
、
２３
歳

わ
が
国
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス

経
済
学
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た

最
初
の「
農
業
経
済
学
」の
書
。

明
治
大
正
期
の
農
政
学
が
理
念

の
体
系
だ
っ
た
の
に
対
し
、
農

業
の
諸
問
題
を
社
会
的
総
資
本

の
蓄
積
運
動
に
関
連
し
て
考
察

し
た
。
本
書
を
も
っ
て
農
業
経

済
論
は
「
価
値
観
」
か
ら
「
学
」

と
な
っ
た
。

４
３
０
０
円

日
本
農
業
の
展
開
過
程
第
３
巻

東
畑
精
一

昭
和
１１（
１
９
３
６
）年
、
３７
歳

右
記
近
藤
の
著
作
と
共
に
学

と
し
て
の
農
業
経
済
学
の
確
立

を
な
し
た
名
著
で
あ
る
。
国
民

経
済
と
の
関
連
で
農
業
を
純
粋

経
済
学
的
に
分
析
し
、
日
本
農

業
を
「
動
か
す
も
の
」
を
明
ら

か
に
し
た
。「
農
民
、
地
主
�

単
な
る
業
主
」「
政
府
�
危
険

を
負
担
せ
ざ
る
企
業
者
」
な
ど

斬
新
な
規
定
は
学
界
に
新
風
を

お
こ
し
た
。

４
５
０
０
円

日
本
農
業
の
基
礎
構
造
第
７
巻

栗
原
百
寿

昭
和
１８（
１
９
４
３
）年
、
３２
歳

日
本
農
業
の
特
殊
性
の
検
出

の
み
を
志
向
す
る
こ
と
の
理
論

的
不
毛
性
を
衝
き
、
地
主
制
の

桎
梏
の
も
と
で
も
そ
れ
を
押
し

切
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
生
産
力

変
革
主
体
が
中
堅
農
家
、自
作
、

自
小
作
農
民
層
に
育
ち
つ
つ
あ

る
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に

し
た
。

５
５
０
０
円

農
業
金
融
論
第
１４
巻

小
平
権
一

昭
和
５（
１
９
３
０
）年
、
４６
歳

産
業
組
合
系
統
金
融
の
整
備

確
立
を
目
標
に
各
国
の
制
度
を

調
べ
日
本
の
事
情
と
比
較
検
討

し
た
研
究
の
集
大
成
。
恐
慌
下

の
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
に

多
大
の
影
響
を
与
え
た
本
書
は

相
互
金
融
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
欠
か
せ
な
い
原
典
と
な
っ

て
い
る
。

８
０
０
０
円

農
業
経
済
地
理
第
１８
巻

青
鹿
四
郎

昭
和
１０（
１
９
３
６
）年
、
４３
歳

郷
土
教
育
に
お
け
る
郷
土
、

と
く
に
農
業
の
地
域
性
認
識
の

方
法
と
将
来
へ
の
見
通
し
を
示

す
た
め
に
書
か
れ
た
異
色
の
名

著
。
農
業
の
地
域
性
と
は
「
空

間
性
と
時
間
性
と
の
時
空
的
渾

一
の
動
態
的
な
も
の
」
と
す
る

な
ど
、
地
域
の
棚
卸
し
的
再
発

見
が
必
須
の
今
日
大
い
に
参
考

に
な
る
本
書
。

５
４
０
０
円

農
村
社
会
の
研
究
第
２０
巻

有
賀
喜
左
衛
門

昭
和
１３
（
１
９
３
８
）
年
、
４１
歳

農
村
研
究
の
二
つ
の
流
れ
―

経
済
史
学
と
民
俗
学
―
は
村
落

生
活
の
基
本
を
等
閑
視
し
て
き

た
と
批
判
、
従
来
看
過
さ
れ
て

き
た
庶
民
生
活
に
お
け
る
創
造

性
の
問
題
を
農
民
の
生
活
組
織

を
中
心
に
解
明
し
た
。

６
６
０
０
円

入
会
権
論
第
２１
巻

奈
良
正
路

昭
和
６（
１
９
３
１
）年
、
３２
歳

農
業
生
産
と
農
村
生
活
を
支

え
る
必
要
不
可
欠
な
場
だ
っ
た

入
会
林
野
が
国
家
、
地
主
に
よ

り
収
奪
さ
れ
る
こ
と
に
無
産
階

級
の
立
場
に
立
っ
て
法
理
論
を

駆
使
し
て
闘
っ
た
名
著
。
共
同

体
を
共
同
体
の
ま
ま
で
新
し
い

社
会
の
再
生
の
基
礎
に
し
よ
う

と
し
た
思
い
は
こ
ん
に
ち
な
お

我
々
に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
。

４
２
０
０
円

記
事
中
に
記
さ
れ
た
年
齢
は
執
筆
ま
た
は
発
行
時
の
年
齢

農を通じて創造された
わが国社会科学の原点

協文農

１
興
業
意
見
・
他

前
田
正
名

●
３
５
０
０
円

２
日
本
地
産
論
・
他

フ
ェ
ス
カ

●
４
０
０
０
円

３
日
本
振
農
策
・
他

エ
ッ
ゲ
ル
ト
他
●
３
０
０
０
円

４
信
用
組
合
論
・
他

平
田
東
助
他

●
３
５
０
０
円

５
時
代
ト
農
政
・
他

柳
田
国
男

●
３
５
０
０
円

６
日
本
尊
農
論
・
他

河
上
肇

●
５
０
０
０
円

７
農
業
本
論

新
渡
戸
稲
造

●
４
５
０
０
円

８
農
業
経
営
学

伊
藤
清
三

●
３
５
０
０
円

９
実
地
経
済
農
業
指
針
・
他

斎
藤
萬
吉

●
５
０
０
０
円

１０
土
地
経
済
論

河
田
嗣
郎

●
４
５
０
０
円

１１
産
業
組
合
講
話

佐
藤
寛
次

●
３
５
０
０
円

１２
農
村
革
命
論
・
他

横
田
英
夫

●
３
５
０
０
円

１３
小
農
保
護
問
題

社
会
政
策
学
会
編

●
３
０
０
０
円

１４
適
産
調
要
録
・
他

石
川
理
紀
之
助●

３
０
０
０
円

１５
永
小
作
論

小
野
武
夫

●
３
５
０
０
円

１６
農
村
法
律
問
題

末
弘
厳
太
郎

●
３
０
０
０
円

１７
第
壹
農
業
時
論
・
農
村
行
脚
三
十
年

横
井
時
敬

●
４
０
０
０
円

１８
農
民
組
合
の
理
論
と
実
際
・
他

杉
山
元
治
郎
・
若
林
三
郎

●
３
５
０
０
円

１９
明
治
大
正
農
村
経
済
の
変
遷

高
橋
亀
吉

●
３
５
０
０
円

２０
世
界
農
業
史
論

佐
藤
昌
介
、
稲
田
昌
植

●
３
５
０
０
円

２１
農
村
問
題
と
社
会
理
想
・
他

那
須
皓

●
３
５
０
０
円

２２
農
村
自
治
の
研
究

山
崎
延
吉

●
５
０
０
０
円

２３
米
と
社
会
政
策
・
養
蚕
労
働
経
済
論

ラ
ビ
ッ
ト
他

●
４
５
０
０
円

２４
明
治
農
業
論
集

明
治
期
に
華
々
し
く
展
開
さ
れ

た
地
租
、
土
地
所
有
を
め
ぐ
る

論
争
。
谷
干
城
、
幸
徳
秋
水
、

赤
羽
一
な
ど
。

●
４
５
０
０
円

価格は税込ご注文は

農

明治大正
農政経済名著集

全２４巻 農村経済の疲弊が進み寄生地主制が確立する時期に書かれた

わが国社会科学の原点。ヒューマニズムを出発点としながら、農業・

農村が商工業の隆盛と対極の窮地におかれることの国民経済的弊害を

説き、その克服の途を科学的に明らかにしようとした。

〈編集〉近藤康男、阪本楠彦、村上保男、梶井功、Ａ５判、上製、箱

入●揃価９１５００円

農文協〒１０７―８６６８ 東京都港区赤坂７―６―１ �０３（３５８５）１１４１ FAX．０３（３５８９）１３８７ URL=http : //www.ruralnet.or.jp/

（４）第２００５号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００５年（平成１７年）６月２０日
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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）
プ
ラ
ザ
合
意
の
翌
８６
年
か
ら

刊
行
さ
れ
た
こ
の
全
集
は
、
急

激
な
円
高
に
よ
る
内
外
価
格
差

の
拡
大
、
土
地
の
高
騰
等
を
理

由
に
繰
り
返
さ
れ
た
声
高
な
農

業
・
農
協
バ
ッ
シ
ン
グ
に
対
し

数
々
の
す
ぐ
れ
た
理
論
的
著
作

に
よ
り
そ
の
誤
り
を
た
だ
し
、

こ
ん
に
ち
に
連
な
る
覇
権
主
義

的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
批
判
、
市

場
原
理
至
上
主
義
批
判
の
先
鞭

を
つ
け
た
。
さ
ら
に
『
農
業
の

教
育
力
』『
地
域
資
源
の
国
民

的
利
用
』
な
ど
、
お
よ
そ
農
政

経
済
学
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な

い
？
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
て
い
る

の
も
こ
の
全
集
の
特
徴
だ
。

十
年
一
日
の
如
く
唱
え
ら
れ

る
規
模
拡
大
（
両
極
分
解
論
）

に
よ
る
農
業
再
建
の
と
ら
え
方

を
批
判
し
、「
近
隣
協
調
・
地
域

間
競
争
」
の
原
理
に
立
つ
地
域

農
業
シ
ス
テ
ム
の
創
造
が
カ
ギ

と
強
調
。
集
落
営
農
を
進
め
る

上
で
も
有
益
な
示
唆
に
富
む
。

日
に
日
に
国
境
が
低
く
な
っ

て
い
く
現
代
は
、
資
源
、
技
術
、

文
化
、
制
度
な
ど
、
何
が
非
代

替
的
で
何
は
交
流
、
交
換
が
可

能
な
の
か
。
棲
み
分
け
と
相
互

浸
透
の
了
解
が
必
要
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
食
と
農
業

が
学
び
合
い
、互
い
を
尊
重
し
、

足
ら
ざ
る
は
補
い
合
っ
て
自
分

の
風
土
に
馴
染
ま
せ
て
い
く
。

「
世
界
と
ア
ジ
ア
か
ら
の
受
信
、

日
本
か
ら
の
発
信
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
編
ま
れ
た
こ
の
全
集

は
、
地
域
主
義
に
基
づ
く
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
と
世
界
を
取
り
入

れ
た
地
域
主
義
が
食
と
農
の
世

界
で
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

稠
密
な
人
口
を
支
え
た
東
ア

ジ
ア
農
業
の
、
欧
米
の
そ
れ
と

は
異
な
る
論
理
と
は
何
か
？

中
日
韓
台
の
相
違
点
と
共
通
点

を
比
較
検
討
し
、
ア
ジ
ア
の
特

性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

農
業
情
勢
・
農
政
の
変
貌
、

若
者
の
職
業
意
識
の
変
化
か
ら

問
題
の
所
在
を
探
る
と
と
も

に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア

メ
リ
カ
の
制
度
、
政
策
、
経
験

に
学
び
な
が
ら
解
決
の
方
向
を

提
示
す
る
。
日
本
の
具
体
的
事

例
も
豊
富
に
紹
介
。

農
業
な
い
し
そ
の
生
産
力
を

分
析
す
る
視
座
を
国
民
経
済
か

ら
国
民
生
活
に
移
し
て
考
察
す

れ
ば
ど
う
な
る
か
。
自
然
と
人

間
を
幾
久
し
く
継
承
し
て
い
く

た
め
の
高
邁
な
見
地
か
ら
の
新

し
い
生
産
力
論
。

協
同
組
合
理
念
を
い
か
に
事

業
に
投
影
さ
せ
経
営
体
と
し
て

も
成
り
立
た
せ
て
い
く
か
。「
制

度
と
し
て
の
農
協
」
と
い
う
概

念
を
軸
に
過
去
を
総
括
、
明
日

を
展
望
。
系
統
の
学
習
図
書
文

献
に
も
指
定
さ
れ
た
。

農
の
も
つ
人
格
形
成
・
教
育

力
に
つ
い
て
人
類
史
的
ス
ケ
ー

ル
で
哲
学
的
・
原
理
的
・
実
践

的
に
解
明
し
た
先
駆
的
意
欲

作
。
食
育
時
代
の
今
日
、
食
の

源
で
あ
る
農
に
ま
で
遡
っ
て
考

え
る
の
に
最
適
の
テ
キ
ス
ト
。

食
料
・
人
口
・
環
境
問
題
の

解
決
に
直
結
す
る
日
本
の
農
業

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
態
、
改
善
点
を
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
ー
ダ
ン
を

舞
台
に
検
証
す
る
。

社
会
主
義
農
業
が
崩
壊
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
要
因
を
旧
東

独
を
中
心
に
解
明
。
構
造
的
特

質
、
経
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
西

独
・
米
・
日
と
比
較
し
な
が
ら

分
析
し
、
新
し
い
基
本
法
の
も

と
、
法
人
化
、
集
団
化
し
つ
つ

あ
る
日
本
農
業
が
学
ぶ
べ
き
教

訓
を
導
き
出
す
。

バ
イ
テ
ク
は
も
は
や
研
究
機

関
や
大
企
業
の
独
占
技
術
で
は

な
い
。
農
家
が
営
々
と
築
い
て

き
た
育
種
や
微
生
物
利
用
の
延

長
線
上
に
あ
る
も
の
だ
。
研
究

や
実
用
の
最
前
線
と
、
農
家
で

の
活
用
に
必
要
な
人
材
育
成
・

組
織
的
支
援
・
地
域
お
こ
し
の

事
例
を
紹
介
。

都
市
近
郊
、兼
業
農
業
地
帯
、

過
疎
山
村
、
多
様
な
様
相
を
呈

す
る
農
地
問
題
は
日
本
的
工
業

化
社
会
の
所
産
で
あ
り
欧
米
と

は
異
な
る
日
本
的
特
徴
だ
。
家

族
農
業
と
む
ら
が
培
っ
て
き
た

集
団
的
英
知
に
依
拠
し
た
農
地

問
題
解
決
の
方
向
を
土
地
問
題

全
体
の
中
に
位
置
づ
け
な
が
ら

展
望
。

農
産
物
の
価
格
と
生
産
の
関

係
は
工
業
と
は
違
う
特
殊
農
業

的
な
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
。

米
の
構
造
的
過
剰
に
象
徴
さ
れ

る
農
業
生
産
構
造
の
変
化
と
価

格
変
動
の
関
連
を
追
究
し
た
本

書
は
、
直
接
支
払
い
へ
の
移
行

期
の
今
日
、
な
お
踏
ま
え
る
べ

き
論
点
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
呈

示
し
て
い
る
。

明
治
期
以
降
の
米
食
型
食
生

活
の
形
成
と
変
質
の
要
因
を
洗

い
、
流
通
、
外
食
産
業
、
中
食

市
場
の
拡
大
、
揺
れ
動
く
消
費

者
動
向
等
か
ら
将
来
を
展
望
。

連
続
と
断
絶
の
一
世
紀
を
鳥
瞰

し
、「
変
貌
」
の
基
本
ベ
ク
ト

ル
を
探
る
。

世
界
の
栄
養
政
策
を
体
系
的

・
総
合
的
に
紹
介
・
分
析
し
た

初
め
て
の
本
。
ノ
ル
ウ
エ
ー
・

ス
エ
ー
デ
ン
な
ど
欧
米
１８
か
国

・
地
域
の
経
験
と
成
果
を
歴
史

的
に
検
討
し
、
日
本
の
食
政
策

に
示
唆
を
与
え
る
。

世
界
的
な
資
源
保
護
管
理
の

潮
流
と
ア
ジ
ア
の
台
頭
を
受

け
、
日
本
漁
業
は
変
貌
を
迫
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
生
産
の
現
場
と

食
卓
を
つ
な
ぎ
ト
ー
タ
ル
に
分

析
。
主
要
国
の
漁
獲
の
動
向
な

ど
巻
末
デ
ー
タ
も
充
実
。

単
純
な
森
林
破
壊
論
に
一
線

を
画
し
、
経
済
発
展
と
資
源
変

動
の
相
関
を
長
期
ス
パ
ン
で
と

ら
え
、
日
本
中
山
間
地
帯
林
業

再
生
の
道
を
探
る
。
森
林
消
失

著
し
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
タ
イ
に
つ
い
て
は
経

済
発
展
と
回
復
の
可
能
性
を
詳

述
。

土
地
、
森
林
、
河
川
、
生
物
、

無
生
物
、
地
域
の
伝
統
的
技
術

等
々
、
地
域
資
源
は
自
然
と
人

間
を
め
ぐ
る
網
の
目
の
よ
う
な

つ
な
が
り
を
成
し
て
い
る
。
そ

の
特
性
を
非
移
転
性
、
有
機
的

連
鎖
性
、非
市
場
性
と
と
ら
え
、

地
域
の
再
生
と
振
興
の
基
本
論

理
を
示
す
。
具
体
的
事
例
も
豊

富
で
示
唆
に
富
む
。

日
本
農
業
へ
の
社
会
的
要
請

と
、
そ
れ
に
応
え
て
飛
躍
・
画

期
を
も
た
ら
し
た
技
術
開
発
と

普
及
百
年
の
ド
ラ
マ
。
①
農
業

動
向
編

②
水
田
作
編

③
畑

作
編
・
工
芸
作
編

④
畜
産
編

・
蚕
糸
編

⑤
果
樹
作
編
・
野

菜
作
編

⑥
花
き
作
編
・
食
品

加
工
編

⑦
共
通
基
盤
技
術

編
、
資
料
・
年
表

稲
作
、
畑
作
、
バ
イ
オ
な
ど

各
分
野
の
技
術
開
発
に
実
際
に

携
わ
っ
た
人
び
と
の
苦
闘
の
足

跡
。

農
業
の
全
分
野
（
作
物
・
野

菜
・
果
樹
・
花
き
・
畜
産
・
養

蚕
・
工
芸
作
物
・
遺
伝
資
源
・

食
品
等
）
と
社
会
の
関
連
事
項

と
を
対
比
さ
せ
て
記
載
し
た
初

の
総
合
年
表
。
人
名
・
事
項
の

詳
細
な
索
引
に
よ
り
、「
技
術
」

の
総
体
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
検
索

で
き
る
。

農
業
の
発
展
・
飛
躍
を
も
た

ら
し
た
科
学
技
術
と
そ
の
成
果

を
物
語
で
ま
と
め
る
。稲
品
種
、

畑
作
、
果
樹
、
畜
産
、
養
蚕
、

肥
料
、
病
気
・
害
虫
防
除
、
バ

イ
テ
ク
、
農
業
機
械
の
将
来
課

題
へ
の
対
応
が
わ
か
る
。

日本の破局と再生への芽を
正確に見定める

協文農

１
農
村
問
題
入
門
・
他

猪
俣
津
南
雄
●
５
５
０
０
円

２
農
業
経
済
論

近
藤
康
男

●
４
３
０
０
円

３
日
本
農
業
の
展
開
過
程

東
畑
精
一

●
４
５
０
０
円

４
農
業
問
題
と
土
地
変
革

平
野
義
太
郎
●
５
８
０
０
円

５
日
本
農
業
論

戸
田
慎
太
郎
●
４
０
０
０
円

６
米
と
繭
の
経
済
構
造
・
他

山
田
勝
次
郎
他●

４
４
０
０
円

７
日
本
農
業
の
基
礎
構
造

栗
原
百
寿

●
５
５
０
０
円

８
農
業
土
地
政
策
論

沢
村
康

●
６
０
０
０
円

９
日
本
農
村
人
口
論

渡
辺
信
一

●
５
８
０
０
円

１０
農
民
離
村
の
実
証
的
研
究

野
尻
重
雄

●
６
８
０
０
円

１１
農
業
生
産
の
基
本
問
題
・
他

川
俣
浩
太
郎
他●

５
７
０
０
円

１２
米
穀
流
通
費
用
の
研
究

木
村
和
三
郎
●
４
０
０
０
円

１３
日
本
産
業
組
合
論

井
上
晴
丸

●
３
６
０
０
円

１４
農
業
金
融
論

小
平
権
一

●
８
０
０
０
円

１５
農
家
負
債
と
其
整
理

河
田
嗣
郎
・
硲
正
夫

●
５
０
０
０
円

１６
農
業
生
産
費
論
考
・
他

大
槻
正
男

●
３
８
０
０
円

１７
日
本
農
業
の
機
械
化

吉
岡
金
市

●
３
７
０
０
円

１８
農
業
経
済
地
理

青
鹿
四
郎

●
５
４
０
０
円

１９
畜
産
経
済
地
理

宮
坂
梧
朗

●
５
２
０
０
円

２０
農
村
社
会
の
研
究

有
賀
喜
左
衛
門●

６
６
０
０
円

２１
入
会
権
論

奈
良
正
路

●
４
２
０
０
円

２２
農
民
闘
争
の
戦
術
、そ
の
躍
進
・
他

西
俊
夫
他

●
５
２
０
０
円

価格は税込ご注文は

食
糧
・
農
業
問
題
全
集

全
２０
巻
・
２２
分
冊〈
編
集
委
員
〉今
村
奈
良
臣
、
犬

塚
昭
治
、
河
相
一
成
、
七
戸
長
生
、
陣
内
義
人
、

永
田
恵
十
郎
、
松
浦
利
明
、
吉
田
忠
、
Ａ
５
判
、

上
製
、
平
均
３
０
０
頁

●
各
３
２
０
０
円
、
揃
価
７
０
４
０
０
円

４

地
域
農
業
の
組
織
革
新

高
橋
正
郎

５

人
間
と
自
然
の
生
産
力

陣
内
義
人

７

明
日
の
農
協

武
内
哲
夫
・
太
田
原
高
昭

８

農
業
の
教
育
力

七
戸
長
生
・
永
田
恵
十
郎
・
陣
内
義
人

１１
Ｂ

工
業
化
社
会
の
農
地
問
題

宇
佐
美
繁
・
石
井
啓
雄
・
河
合
一
成

１２

農
産
物
の
価
格
と
政
策

犬
塚
昭
治

１７

食
生
活
変
貌
の
ベ
ク
ト
ル

吉
田
忠
・
秋
谷
重
男

全
集
世
界
の
食
料
世
界
の
農
村

全
２７
巻
〈
企
画
委
員
〉
今
村
奈
良
臣
、
犬
塚
昭
治
、

七
戸
長
生
、
永
田
恵
十
郎
、
中
安
定
子
、
原
田
津
、

吉
田
忠

Ａ
５
判
、
上
製
、
平
均
２
７
０
頁

●
各
３
２
０
０
円
、
揃
価
８
６
４
０
０
円

２
東
ア
ジ
ア
農
業
の
展
開
論
理

今
村
・
金
・
劉
・
羅
・
坪
井

５

農
業
の
継
承
と
参
入

酒
井
・
柳
村
・
伊
藤
・
斎
藤

１１

開
発
援
助
の
光
と
影

嘉
田
・
諸
岡
・
竹
谷
・
福
井

１５
二
十
世
紀
社
会
主
義
農
業
の
教
訓

谷
口
信
和

１７
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
農
業
哲
学

西
尾
・
中
島
・
大
澤
・
宮
田

２３

欧
米
諸
国
の
栄
養
政
策

並
木
正
吉

２４
ア
ジ
ア
漁
業
の
発
展
と
日
本

廣
吉
・
加
瀬
・
馬
場
・
張
・
増
井
ほ
か

２６

森
林
資
源
の
利
用
と
再
生

永
田
信
・
井
上
真
・
岡
裕
泰

１８

地
域
資
源
の
国
民
的
利
用

永
田
恵
十
郎

昭
和
農
業
技
術
発
達
史
全
７
巻

農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
編
、

農
林
水
産
技
術
情
報
協
会
刊

Ａ
５
判
●
揃
価
６
８
０
０
０
円

昭
和
農
業
技
術
史
へ
の
証
言
全
３
集

西
尾
敏
彦
編

Ｂ
６
判
●
揃
価
５
６
５
０
円

近
代
日
本
農
業
技
術
年
表

〈
明
治
元
年
〜
平
成
１０
年
〉

（
社
）農
林
水
産
技
術
情
報
協
会
監
修

Ａ
４
判
、
５
３
４
頁
●
１
５
０
０
０
円

百
年
を
み
つ
め
２１
世
紀
を
考
え
る

〜
農
業
科
学
技
術
物
語
〜

川
嶋
良
一
監
修
、農
業
試
験
研
究
一
世
紀
記
念
会
企
画

四
六
判
、
２
１
６
頁
●
１
９
８
０
円

昭和前期
農政経済名著集

全２２巻 恐慌に始まり敗戦で終わった暗い時期。しかし一方で、激し

い思想弾圧にも屈せず、わが国社会科学が一歩も二歩も前進した光輝

ある時代でもあった。数々の名著を生み出し、戦後の民主化を学問的

に準備した思想的・理論的格闘の中心軸は、農業問題であった。〈編

集〉近藤康男、阪本楠彦、村上保男、梶井功 Ａ５判、上製、箱入●

揃価１１３０００円
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